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My understanding of learning and studying while working as a 
process engineer at an automotive company;








































































































































































































































































No 分類① 分類② もの
















































































































　 ～  T型人間の進化形π型人間から，さ
らに進化したアーチ型人間の提案
　私は工業高専卒だ。高専は実学・専門教育に
特段注力している。一般教養が若干弱い点も否
めない。高専卒は時に専門バカだと指摘される
こともある 6）。そうではなく，幅広い教養と，
稼ぐ力を確保するための深い専門知識を兼ね備
えた人，即ちT型人間であることが必要だ。さ
らに副専門をもうひとつ持ったπ型人間が理
想的だと言われている。私もπ型人間が好き
だ。π型人間は一つの理想だと思う。
　だが，ここでもうひとつ私のこれまでの経験
を踏まえた新たな概念を提案したい。図表3の
アーチ型人間だ。
　私は工業高専で機械工学を専攻した。マツダ
でも機械系のエンジニア（工程設計者）として
長年勤務してきた。だが，39歳で産業論・経
営工学をテーマに放送大学で学び始めてから，
第2専門的なもう一つの柱が立ち始めた。経営
学・経済学を基盤としてマツダでの車づくりを
MOTとして捉えるようになった。純粋な工程
設計者ではなく，工程設計部門に属しながら，
設計変更管理や工具調達業務といった，スタッ
フ的業務を担当するようになった。この時点で
π型人間になった。
　そして，第1専門である機械工学と，第2専
門である経営学・経済学との間に，それらを取
り持ちかつ双方に強く関連している別の学問を
副次的な専門とするようになった。第3専門で
ある教育学，第4専門である心理学である。こ
のようにして，私はπ型人間から髪をとく櫛
のような櫛型人間になったと思う。
　この状態を専門があまりに乱立した「器用貧
乏」と指摘されるかもしれない。だがそうでは
なく，図表3のパターン部に示すような，各専
門が相乗効果的に活かせる，新効果が生じるよ
うにしたい。そして，それが私の新たな強みと
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名古屋学院大学論集
なり，大学教員等のプロの研究者とは違う，社
会人研究者・実務併行型研究者としてユニーク
でプレミアムな効果を生じさせたい。アーチは
橋だ。虹の懸け橋だ。私も虹の懸け橋のように，
人と人，町と町，さらには企業や学会のような
組織と組織をつなぐ仕事をしたい。
　こうしたアーチ型人間への挑戦課題を私に与
えてくれた，今まで私が出会った先生方に再度
感謝する。本稿3章の①～⑪の流れは人と人と
のご縁，人脈の連鎖反応だ。また，3章特に，
3章2節の十名先生との出会いは，まさに人と
人との響き合い，コラボレーションの爆発的増
殖だった。
　このようにしていただいたご縁，出会いを大
切に，私は死ぬまでに何か社会の役に立つ学術
業績を残してから死にたい。そのことが十名先
生に今までいただいたご恩に報いる，私なりの
回答・お礼返しになると思うからだ。十名先生
からは特に下記の宝をいただいた。
ア． 相手を尊重し，その個性・特長を見極
めそれらの成長を支援すること。
イ． 読み手にコンテンツとしてのアの個人
の個性・特長をよりよく伝えるために，
論文の型・論述形式を揃えること。
　前段の学術業績は博士論文とするべきだろ
う。定年退職を目前に控えた私である。でも，
やっぱりこのまま死ぬのはもったいない。死ぬ
までに最期のあがきをしてみたい。小論を書き，
改めて思った次第である。
注
1） この自問自答が私のこれからの人生，特に研究
に関する指針・方向性を明確化し，迷いを打ち
切るいい機会になると考えている。
2） もし私が名古屋近辺に住んでおり，名学大や十
名先生の存在を知っていたら，間違いなく名学
大に入学していたはずだ。
3） Web会議システムを用いた，放送大学大学院の
修論ゼミも一部のゼミで実施されている。だが
まだ十分一般的とは言えない。
4） この評価は屈辱的だと思っている。でもそれゆ
えに，修士修了後も研究を続けているのかもし
れない。
5） みなかた くまぐす，1867―1941年博物学者，生
物学者，民俗学者。言動や性格が奇抜で人並み
外れたものであるため，後世に数々の逸話を残
している。
6） 私（高専学会正会員）はこの指摘は的外れだと
思っている。大学受験勉強に特化した普通科進
学校の方が「大学受験」という専門に相当悪影
響を受けていると思う。
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